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現⾏学習指導要領における海洋に関する教育について

○平成29年３⽉に公⽰した⼩・中学校の学習指導要領では、以下の内容が明記された。
＜小学校社会科＞
・海洋に囲まれ多数の島からなる国土の構成などに着目すること
・貿易や運輸は、原材料の確保や製品の販売などにおいて、⼯業⽣産を⽀える重要な役割を果たしていること
を理解すること。
＜中学校社会科＞
・日本の地域構成の特色を、周辺の海洋の広がりや国土を構成する島々の位置などに着目して多面的・多角的に考察し、
表現すること

・国内や日本と世界との交通・通信網の整備状況、これを活⽤した陸上、海上輸送などの物流や⼈の往来などを基に、国内
各地の結び付きや日本と世界との結び付きの特色を理解すること。

○平成30年３⽉に公⽰した⾼等学校の学習指導要領では、例えば以下のとおり改善・充実が図られた。
＜地理歴史科・地理総合（新設・必履修科目）＞
・日本の位置と領域について学習する際に、我が国の海洋国家としての特色と海洋の果たす役割を取り上げること
・国内の物流や⼈の往来、それを⽀える陸運や海運などの現状や動向を地図を基に取り上げること
などが明記された。
＜水産科＞
・⽔産物の世界的な需要の変化や資源管理、持続可能な海洋利⽤など⽔産や海洋を取り巻く状況の変化を踏まえ、⽔産
業や海洋関連産業を通して、地域や社会の健全で持続的な発展を担う職業⼈を育成するよう学習内容等を改善・充実。

＜工業科＞
・造船業、船⽤⼯業に関わる⼈材育成の必要性に鑑み、船舶建造等に必要となる専門的な知識や技術を指導できるよう科
目「船舶⼯学」を新設。

※上記のほか、⼩・中・⾼等学校の総則において、⽣命の有限性や⾃然の⼤切さなどを実感しながら理解することができるよう、各教科等の特質に応じた
体験活動を重視し、家庭や地域社会と連携しつつ実施できるよう⼯夫する旨が明記された。

海洋に関する教育については、従来より、学習指導要領に基づき、小・中・⾼等学校等の社会科等において、我が国の位置と領⼟、
海洋国家としての特⾊、海洋の影響などについての指導が⾏われている。
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（総則）
第３ 教育課程の実施と学習評価

１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善
(5) 児童が生命の有限性や自然の大切さ，主体的に挑戦してみることや多様な他者と協働することの重要性などを実感しながら理解す
ることができるよう，各教科等の特質に応じた体験活動を重視し，家庭や地域社会と連携しつつ体系的・継続的に実施できるよう工
夫すること。

第６ 道徳教育に関する配慮事項
３ 学校や学級内の人間関係や環境を整えるとともに，集団宿泊活動やボランティア活動，自然体験活動，地域の行事への参加などの豊

かな体験を充実すること。また，道徳教育の指導内容が，児童の日常生活に生かされるようにすること。その際，いじめの防止や安全
の確保等にも資することとなるよう留意すること。

（社会科〔第５学年〕）
２ 内容
(1) 我が国の国土の様子と国民生活について，学習の問題を追究・解決する活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導

する。
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。
(ｱ) 世界における我が国の国土の位置，国土の構成，領土の範囲などを大まかに理解すること。
(ｲ) 我が国の国土の地形や気候の概要を理解するとともに，人々は自然環境に適応して生活していることを理解すること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。
(ｱ) 世界の大陸と主な海洋，主な国の位置，海洋に囲まれ多数の島からなる国土の構成などに着目して，我が国の国土の様子を捉え，
その特色を考え，表現すること。

(ｲ) 地形や気候などに着目して，国土の自然などの様子や自然条件から見て特色ある地域の人々の生活を捉え，国土の自然環境の特色
やそれらと国民生活との関連を考え，表現すること。

(2) 我が国の農業や水産業における食料生産について，学習の問題を追究・解決する活動を通して，次の事項を身に付けることができる
よう指導する。
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。
(ｲ) 食料生産に関わる人々は，生産性や品質を高めるよう努力したり輸送方法や販売方法を工夫したりして，良質な食料を消費地に届

けるなど，食料生産を支えていることを理解すること。

※主な関係箇所に下線
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学習指導要領（H29.3.31公示）における海洋に関する教育の主な内容（小学校）

○ 中央教育審議会答申（Ｈ28.12.21）を踏まえ、社会科等を中心に、引き続き海洋に関する教育に関する内容を規定するとともに、
現⾏の規定に加え、内容を更に充実

○小学校＿



イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。
(ｱ) 生産物の種類や分布，生産量の変化，輸入など外国との関わりなどに着目して，食料生産の概要を捉え，食料生産が国民生活に果

たす役割を考え，表現すること。
(ｲ) 生産の工程，人々の協力関係，技術の向上，輸送，価格や費用などに着目して，食料生産に関わる人々の工夫や努力を捉え，その

働きを考え，表現すること。
(3) 我が国の工業生産について，学習の問題を追究・解決する活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。
(ｳ) 貿易や運輸は，原材料の確保や製品の販売などにおいて，工業生産を支える重要な役割を果たしていることを理解すること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。
(ｳ) 交通網の広がり，外国との関わりなどに着目して，貿易や運輸の様子を捉え，それらの役割を考え，表現すること。

３ 内容の取扱い
(1) 内容の(1)については，次のとおり取り扱うものとする。

ア アの(ｱ)の「領土の範囲」については，竹島や北方領土，尖閣諸島が我が国の固有の領土であることに触れること。
(2) 内容の(2)については，次のとおり取り扱うものとする。

ア アの(ｲ)及びイの(ｲ)については，食料生産の盛んな地域の具体的事例を通して調べることとし，稲作のほか，野菜，果物，畜産
物，水産物などの中から一つを取り上げること。

（総合的な学習の時間）
第３ 指導計画の作成と内容の取扱い

２ 第２の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。
(4) 自然体験やボランティア活動などの社会体験，ものづくり，生産活動などの体験活動，観察・実験，見学や調査，発表や討論など
の学習活動を積極的に取り入れること。

（特別活動〔学校⾏事〕）
２ 内容

(4) 遠足・集団宿泊的行事
自然の中での集団宿泊活動などの平素と異なる生活環境にあって，見聞を広め，自然や文化などに親しむとともに，よりよい人間関

係を築くなどの集団生活の在り方や公衆道徳などについての体験を積むことができるようにすること。
３ 内容の取扱い
(1) ＜中略＞また，実施に当たっては，自然体験や社会体験などの体験活動を充実するとともに，体験活動を通して気付いたことなど

を振り返り，まとめたり，発表し合ったりするなどの事後の活動を充実すること。
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※主な関係箇所に下線

学習指導要領（H29.3.31公示）における海洋に関する教育の主な内容（小学校）



（総則）
第３ 教育課程の実施と学習評価

１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善
(5) 生徒が生命の有限性や自然の大切さ，主体的に挑戦してみることや多様な他者と協働することの重要性などを実感しながら理解す
ることができるよう，各教科等の特質に応じた体験活動を重視し，家庭や地域社会と連携しつつ体系的・継続的に実施できるよう工
夫すること。

第６ 道徳教育に関する配慮事項
３ 学校や学級内の人間関係や環境を整えるとともに，職場体験活動やボランティア活動，自然体験活動，地域の行事への参加などの豊

かな体験を充実すること。また，道徳教育の指導内容が，生徒の日常生活に生かされるようにすること。その際，いじめの防止や安全
の確保等にも資することとなるよう留意すること。

（社会科〔地理的分野〕）
２ 内容
Ａ 世界と日本の地域構成
(1) 地域構成

次の①と②の地域構成を取り上げ，位置や分布などに着目して，課題を追究したり解決したりする活動を通して，以下のア及びイの
事項を身に付けることができるよう指導する。
① 世界の地域構成 ② 日本の地域構成
ア 次のような知識を身に付けること。
(ｱ) 緯度と経度，大陸と海洋の分布，主な国々の名称と位置などを基に，世界の地域構成を大観し理解すること。
(ｲ) 我が国の国土の位置，世界各地との時差，領域の範囲や変化とその特色などを基に，日本の地域構成を大観し理解すること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。
(ｱ) 世界の地域構成の特色を，大陸と海洋の分布や主な国の位置，緯度や経度などに着目して多面的・多角的に考察し，表現するこ
と。

(ｲ) 日本の地域構成の特色を，周辺の海洋の広がりや国土を構成する島々の位置などに着目して多面的・多角的に考察し，表現する
こと。
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※主な関係箇所に下線

学習指導要領（H29.3.31公示）における海洋に関する教育の主な内容（中学校）

○中学校＿



Ｃ 日本の様々な地域
(1) 地域調査の手法

場所などに着目して，課題を追究したり解決したりする活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。
(ｱ) 観察や野外調査，文献調査を行う際の視点や方法，地理的なまとめ方の基礎を理解すること。
(ｲ) 地形図や主題図の読図，目的や用途に適した地図の作成などの地理的技能を身に付けること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。
(ｱ) 地域調査において，対象となる場所の特徴などに着目して，適切な主題や調査，まとめとなるように，調査の手法やその結果を

多面的・多角的に考察し，表現すること。
(2) 日本の地域的特色と地域区分

次の①から④までの項目を取り上げ，分布や地域などに着目して，課題を追究したり解決したりする活動を通して，以下のア及びイ
の事項を身に付けることができるよう指導する。
① 自然環境 ② 人口 ③ 資源・エネルギーと産業 ④ 交通・通信
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。
(ｱ) 日本の地形や気候の特色，海洋に囲まれた日本の国土の特色，自然災害と防災への取組などを基に，日本の自然環境に関する特
色を理解すること。

(ｳ) 日本の資源・エネルギー利用の現状，国内の産業の動向，環境やエネルギーに関する課題などを基に，日本の資源・エネルギー
と産業に関する特色を理解すること。

(ｴ) 国内や日本と世界との交通・通信網の整備状況，これを活用した陸上，海上輸送などの物流や人の往来などを基に，国内各地の
結び付きや日本と世界との結び付きの特色を理解すること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。
(ｱ) ①から④までの項目について，それぞれの地域区分を，地域の共通点や差異，分布などに着目して，多面的・多角的に考察し，

表現すること。
(ｲ) 日本の地域的特色を，①から④までの項目に基づく地域区分などに着目して，それらを関連付けて多面的・多角的に考察し，表

現すること。
(3) 日本の諸地域

次の①から⑤までの考察の仕方を基にして，空間的相互依存作用や地域などに着目して，主題を設けて課題を追究したり解決したり
する活動を通して，以下のア及びイの事項を身に付けることができるよう指導する。
④ 交通や通信を中核とした考察の仕方
ア 次のような知識を身に付けること。
(ｲ) ①から⑤までの考察の仕方で取り上げた特色ある事象と，それに関連する他の事象や，そこで生ずる課題を理解すること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。
(ｱ) 日本の諸地域において，それぞれ①から⑤までで扱う中核となる事象の成立条件を，地域の広がりや地域内の結び付き，人々の

対応などに着目して，他の事象やそこで生ずる課題と有機的に関連付けて多面的・多角的に考察し，表現すること。
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学習指導要領（H29.3.31公示）における海洋に関する教育の主な内容（中学校）



(4) 地域の在り方
空間的相互依存作用や地域などに着目して，課題を追究したり解決したりする活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。
ア 次のような知識を身に付けること。
(ｱ) 地域の実態や課題解決のための取組を理解すること。
(ｲ) 地域的な課題の解決に向けて考察，構想したことを適切に説明，議論しまとめる手法について理解すること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。
(ｱ) 地域の在り方を，地域の結び付きや地域の変容，持続可能性などに着目し，そこで見られる地理的な課題について多面的・多

角的に考察，構想し，表現すること。
３ 内容の取扱い
(3) 内容のＡについては，次のとおり取り扱うものとする。

ア (1)については，次のとおり取り扱うものとする。
(ｲ) 「領域の範囲や変化とその特色」については，我が国の海洋国家としての特色を取り上げるとともに，竹島や北方領土が我が
国の固有の領土であることなど，我が国の領域をめぐる問題も取り上げるようにすること。その際，尖閣諸島については我が国
の固有の領土であり，領土問題は存在しないことも扱うこと。

(5) 内容のＣについては，次のとおり取り扱うものとする。
ア (1)については，次のとおり取り扱うものとする。
(ｱ) 地域調査に当たっては，対象地域は学校周辺とし，主題は学校所在地の事情を踏まえて，防災，人口の偏在，産業の変容，交

通の発達などの事象から適切に設定し，観察や調査を指導計画に位置付けて実施すること。なお，学習の効果を高めることがで
きる場合には，内容のＣの(3)の中の学校所在地を含む地域の学習や，Ｃの(4)と結び付けて扱うことができること。 内容のＣに
ついては，次のとおり取り扱うものとする。

エ (4)については，次のとおり取り扱うものとする。
(ｱ) 取り上げる地域や課題については，各学校において具体的に地域の在り方を考察できるような，適切な規模の地域や適切な課

題を取り上げること。
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学習指導要領（H29.3.31公示）における海洋に関する教育の主な内容（中学校）



（理科〔第２分野〕）
２ 内容
(4) 気象とその変化
ア 気象要素と天気の変化との関係に着目しながら，次のことを理解するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身に付け

ること。
(ｳ) 日本の気象
㋐ 日本の天気の特徴

天気図や気象衛星画像などから，日本の天気の特徴を気団と関連付けて理解すること。
㋑ 大気の動きと海洋の影響

気象衛星画像や調査記録などから，日本の気象を日本付近の大気の動きや海洋の影響に関連付けて理解すること。

（総合的な学習の時間）
第３ 指導計画の作成と内容の取扱い

２ 第２の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。
(4) 自然体験や職場体験活動，ボランティア活動などの社会体験，ものづくり，生産活動などの体験活動，観察・実験，見学や調査，発
表や討論などの学習活動を積極的に取り入れること。

（特別活動〔学校⾏事〕）
２ 内容

(4) 旅行・集団宿泊的行事
平素と異なる生活環境にあって，見聞を広め，自然や文化などに親しむとともに，よりよい人間関係を築くなどの集団生活の在り方

や公衆道徳などについての体験を積むことができるようにすること。
３ 内容の取扱い
(1) ＜中略＞また，実施に当たっては，自然体験や社会体験などの体験活動を充実するとともに，体験活動を通して気付いたことなどを
振り返り，まとめたり，発表し合ったりするなどの事後の活動を充実すること。
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（総則）
第３款 教育課程の実施と学習評価
１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

各教科・科目等の指導に当たっては，次の事項に配慮するものとする。
(5) 生徒が生命の有限性や自然の大切さ，主体的に挑戦してみることや多様な他者と協働することの重要性などを実感しながら理解する
ことができるよう，各教科・科目等の特質に応じた体験活動を重視し，家庭や地域社会と連携しつつ体系的・継続的に実施できるよう
工夫すること。

第７款 道徳教育に関する配慮事項
３ 学校やホームルーム内の人間関係や環境を整えるととともに，就業体験活動やボランティア活動，自然体験活動，地域の行事への参加

などの豊かな体験を充実すること。また，道徳教育の指導が，生徒の日常生活に生かされるようにすること。その際，いじめの防止や安
全の確保等にも資することとなるように留意すること。

（地理歴史科〔地理総合〕）
２ 内容
Ａ 地図や地理情報システムで捉える現代世界

(1) 地図や地理情報システムと現代世界
位置や分布などに着目して，課題を追究したり解決したりする活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。
(ｱ) 現代世界の地域構成を示した様々な地図の読図などを基に，方位や時差，日本の位置と領域，国内や国家間の結び付きなどに
ついて理解すること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。
(ｱ) 現代世界の地域構成について，位置や範囲などに着目して，主題を設定し，世界的視野から見た日本の位置，国内や国家間の
結び付きなどを多面的・多角的に考察し，表現すること。
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※主な関係箇所に下線

学習指導要領（H30.3.30公示）における海洋に関する教育の主な内容（⾼等学校）

○高等学校 （各学科に共通する各教科、総合的な探究の時間、特別活動）



３ 内容の取扱い
(2) 内容の取扱いに当たっては，次の事項に配慮するものとする。

ア 内容のＡについては，次のとおり取り扱うものとすること。
(ｱ) (1)については，次のとおり取り扱うこと。

「現代世界の地域構成を示した様々な地図の読図」については，様々な地図の読図によって現代世界を地理的な視点から概観する
とともに，球面上の世界の捉え方にも習熟するよう工夫すること。「日本の位置と領域」については，世界的視野から日本の位置を
捉えるとともに，日本の領域をめぐる問題にも触れること。また，我が国の海洋国家としての特色と海洋の果たす役割を取り上げる
とともに，竹島や北方領土が我が国の固有の領土であることなど，我が国の領域をめぐる問題も取り上げるようにすること。その際，
尖閣諸島については我が国の固有の領土であり，領土問題は存在しないことも扱うこと。また，「国内や国家間の結び付き」につい
ては，国内の物流や人の往来，それを支える陸運や海運などの現状や動向，世界の国家群，貿易，交通・通信，観光の現状や動向に
関する諸事象を，様々な主題図などを基に取り上げ，地図や地理情報システムの適切な活用の仕方が身に付くよう工夫すること。
＜中略＞

（地理歴史科〔地理探究〕）
２ 内容
Ａ 現代世界の系統地理的考察

(3) 交通・通信，観光
場所や空間的相互依存作用などに着目して，課題を追究したり解決したりする活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう

指導する。
ア 次のような知識を身に付けること。
(ｱ) 交通・通信網と物流や人の移動に関する運輸，観光などに関わる諸事象を基に，それらの事象の空間的な規則性，傾向性や，交通・
通信，観光に関わる問題の現状や要因，解決に向けた取組などについて理解すること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。
(ｱ) 交通・通信網と物流や人の移動に関する運輸，観光などに関わる諸事象について，場所の特徴や場所の結び付きなどに着目して，
主題を設定し，それらの事象の空間的な規則性，傾向性や，関連する地球的課題の要因や動向などを多面的・多角的に考察し，表現
すること。

(5) 生活文化，民族・宗教
場所や空間的相互依存作用などに着目して，課題を追究したり解決したりする活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう

指導する。
ア 次のような知識を身に付けること。
(ｱ) 生活文化，民族・宗教などに関わる諸事象を基に，それらの事象の空間的な規則性，傾向性や，民族，領土問題の現状や要因，解
決に向けた取組などについて理解すること。 10

※主な関係箇所に下線

学習指導要領（H30.3.30公示）における海洋に関する教育の主な内容（⾼等学校）



３ 内容の取扱い
(2) 内容の取扱いに当たっては，次の事項に配慮するものとする。

ア 内容のＡについては，次のとおり取り扱うものとすること。
分析，考察の過程を重視し，現代世界を系統地理的に捉える視点や考察方法が身に付くよう工夫すること。

(ｳ) (3)については，次のとおり取り扱うこと。
「交通・通信網と物流や人の移動に関する運輸」に関わる諸事象については，道路や線路，港湾，空港，通信施設などの施設と

ともに，自動車や鉄道，船舶や航空機といった交通機関や通信手段を介した貿易や情報通信ネットワークなどの結び付きなどに関
わる諸事象を取り扱うこと。

(ｵ) (5)については，次のとおり取り扱うこと。
ここで取り上げる生活文化については，「地理総合」の内容のＢの(1)の生活文化の多様性と国際理解における学習を踏まえて取

り上げる事象を工夫すること。
「領土問題の現状や要因，解決に向けた取組」については，それを扱う際に日本の領土問題にも触れること。また，我が国の海

洋国家としての特色と海洋の果たす役割を取り上げるとともに，竹島や北方領土が我が国の固有の領土であることなど，我が国の
領域をめぐる問題も取り上げるようにすること。その際，尖閣諸島については我が国の固有の領土であり，領土問題は存在しない
ことも扱うこと。

（公⺠科〔公共〕）
２ 内容
Ｂ 自立した主体としてよりよい社会の形成に参画する私たち

ア 次のような知識及び技能を身に付けること
(ｲ) 政治参加と公正な世論の形成，地方自治，国家主権，領土（領海，領空を含む。），我が国の安全保障と防衛，国際貢献を含む国
際社会における我が国の役割などに関わる現実社会の事柄や課題を基に，よりよい社会は，憲法の下，個人が議論に参加し，意見や
利害の対立状況を調整して合意を形成することなどを通して築かれるものであることについて理解すること。

３ 内容の取扱い
(3) 内容の取扱いに当たっては，次の事項に配慮するものとする。
カ 内容のＢについては，次のとおり取り扱うものとすること。
(ｵ) ＜中略＞「国家主権，領土（領海，領空を含む。）」については関連させて取り扱い，我が国が，固有の領土である竹島や北方
領土に関し残されている問題の平和的な手段による解決に向けて努力していることや，尖閣諸島をめぐり解決すべき領有権の問題
は存在していないことなどを取り上げること。「国家主権，領土（領海，領空を含む。）」及び「我が国の安全保障と防衛」につ
いては，国際法と関連させて取り扱うこと。「国際貢献」については，国際連合における持続可能な開発のための取組についても
扱うこと。
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※主な関係箇所に下線

学習指導要領（H30.3.30公示）における海洋に関する教育の主な内容（⾼等学校）



（公⺠科〔政治・経済〕）
２ 内容
Ｂ グローバル化する国際社会の諸課題

(1) 現代の国際政治・経済
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。
(ｱ) 国際社会の変遷，人権，国家主権，領土（領海，領空を含む。）などに関する国際法の意義，国際連合をはじめとする国際機構
の役割，我が国の安全保障と防衛，国際貢献について，現実社会の諸事象を通して理解を深めること。

３ 内容の取扱い
(2) 内容の取扱いに当たっては，次の事項に配慮するものとする。
エ 内容のＢについては，次のとおり取り扱うものとすること。
(ｲ) (1)のアの(ｱ)の「国家主権，領土（領海，領空を含む。）などに関する国際法の意義，国際連合をはじめとする国際機構の役割」

ついては関連させて取り扱い，我が国が，固有の領土である竹島や北方領土に関し残されている問題の平和的な手段による解決に
向けて努力していることや，尖閣諸島をめぐり解決すべき領有権の問題は存在していないことなどを取り上げること。

（理科〔科学と人間生活〕）
２ 内容

(2) 人間生活の中の科学
ア 光や熱の科学，物質の科学，生命の科学，宇宙や地球の科学と人間生活との関わりについて認識を深めるとともに，それらの観察，

実験などに関する技能を身に付けること。
(ｴ) 宇宙や地球の科学
㋐ 太陽と地球

天体に関する観察，実験などを行い，太陽などの身近に見られる天体の運動や太陽の放射エネルギーについて，人間生活と関
連付けて理解すること。

３ 内容の取扱い
(2) 内容の範囲や程度については，次の事項に配慮するものとする。
イ ＜中略＞(ｴ)の㋐については，太陽や月が地球の大気や海洋，人間生活に及ぼす影響を扱うこと。 ＜中略＞
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※主な関係箇所に下線

学習指導要領（H30.3.30公示）における海洋に関する教育の主な内容（⾼等学校）



（理科〔地学基礎〕）
２ 内容

(1) 地球のすがた
ア 地球のすがたについて，次のことを理解するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身に付けること。

(ｳ) 大気と海洋
㋑ 大気と海水の運動

大気と海水の運動に関する資料に基づいて，大気と海洋の大循環について理解するとともに，緯度により太陽放射の受熱量が
異なることなどから，地球規模で熱が輸送されていることを見いだして理解すること。

イ 地球のすがたについて，観察，実験などを通して探究し，惑星としての地球，活動する地球，大気と海洋について，規則性や関係
性を見いだして表現すること。

(2) 変動する地球
ア 変動する地球について，宇宙や太陽系の誕生から今日までの一連の時間の中で捉えながら，次のことを理解するとともに，それら

の観察，実験などに関する技能を身に付けること。また，自然環境の保全の重要性について認識すること。
(ｱ) 地球の変遷
㋐ 宇宙，太陽系と地球の誕生

宇宙の誕生，太陽系の誕生と生命を生み出す条件を備えた地球の特徴を理解すること。
３ 内容の取扱い

(2) 内容の範囲や程度については，次の事項に配慮するものとする。
ア ＜中略＞(ｳ)の㋐については，温室効果に触れること。また，「大気の構造」については，大気中で見られる現象にも触れること。

㋑については，海洋の層構造と深層に及ぶ循環にも触れること。 ＜中略＞
イ 内容の(2)のアの(ｱ)の㋐の「宇宙の誕生」については，ビッグバンを扱い，宇宙の年齢と水素やヘリウムがつくられたことにも触

れること。「太陽系の誕生」については，惑星が形成された過程を中心に扱い，惑星内部の層構造に触れること。その際，太陽の誕
生と太陽のエネルギー源についても触れること。「地球の特徴」については，海が形成されたことを中心に扱うこと。＜中略＞

（理科〔地学〕）
２ 内容

(2) 地球の活動と歴史
ア 地球の活動と歴史について，次のことを理解するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身に付けること。
(ｲ) 地球の歴史
㋒ 地球環境の変遷

大気，海洋，大陸及び古生物などの変遷に関する資料に基づいて，地球環境の移り変わりを総合的に理解すること。
イ 地球の活動と歴史について，観察，実験などを通して探究し，地球の活動の特徴と歴史の概要を見いだして表現すること。
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※主な関係箇所に下線

学習指導要領（H30.3.30公示）における海洋に関する教育の主な内容（⾼等学校）



(3) 地球の大気と海洋
ア 地球の大気と海洋について，次のことを理解するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身に付けること。

(ｲ) 海洋と海水の運動
㋐ 海洋の構造

海水の組成を理解するとともに，海洋に関する観測資料などに基づいて，水温と塩分の分布との関係など海洋の構造を理解す
ること。

㋑ 海水の運動
海水の運動と循環及び海洋と大気の相互作用について理解すること。

イ 地球の大気と海洋について，観察，実験などを通して探究し，地球の大気と海洋の構造や運動の規則性や関係性を見いだして表現
すること。

３ 内容の取扱い
(2) 内容の範囲や程度については，次の事項に配慮するものとする。
ウ ＜中略＞(ｲ)の㋑の「海水の運動と循環」については，波浪と潮汐も扱うこと。また，高潮災害にも触れること。「海洋と大気の相
互作用」については，地球上の水の分布と循環にも触れること。

（総合的な学習の時間）
第３ 指導計画の作成と内容の取扱い

２ 内容の取扱いに当たっては，次の事項に配慮するものとする。
(6) 自然体験や就業体験活動，ボランティア活動などの社会体験，ものづくり，生産活動などの体験活動，観察・実験・実習，調査・

研究，発表や討論などの学習活動を積極的に取り入れること。

（特別活動〔学校⾏事〕）
第２ 各活動・学校行事の目標及び内容
〔学校行事〕
２ 内 容

(4) 旅行・集団宿泊的行事
平素と異なる生活環境にあって，見聞を広め，自然や文化などに親しむとともに，よりよい人間関係を築くなどの集団生活の在り方

や公衆道徳などについての体験を積むことができるようにすること。
３ 内容の取扱い

(1) 生徒や学校，地域の実態に応じて，内容に示す行事の種類ごとに，行事及びその内容を重点化するとともに，各行事の趣旨を生かし
た上で，行事間の関連や統合を図るなど精選して実施すること。また，実施に当たっては，自然体験や社会体験などの体験活動を充実
するとともに，体験活動を通して気付いたことなどを振り返り，まとめたり，発表し合ったりするなどの事後の活動を充実すること。
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※主な関係箇所に下線

学習指導要領（H30.3.30公示）における海洋に関する教育の主な内容（⾼等学校）



○ 水産物の世界的な需要の変化や資源管理、持続可能な海洋利用など水産や海洋を取り巻く状況の変化を踏まえ、水産業や海洋関連産業
を通して、地域や社会の健全で持続的な発展を担う職業人を育成するよう学習内容等を改善・充実

学習指導要領（H30.3.30公示）における海洋に関する教育の主な内容（⾼等学校）

（水産海洋基礎） ※原則履修科目
１ 目標
水産の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，水産業や海洋関連産業において必要となる基礎的な資質・能力を次

のとおり育成することを目指す。
（1） 水産業や海洋関連産業の国民生活における社会的意義や役割などについて体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにす

る。
（2） 水産業や海洋関連産業全体を広い視野で捉え課題を発見し，水産業や海洋関連産業に関わる者として合理的かつ創造的に解決する力を養う。
（3） 持続可能な水産業や海洋関連産業の構築を目指して自ら学び，地域の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

２ 内容
(1) 海のあらまし

ア 日本の海，世界の海
イ 海と食生活・文化・社会
ウ 海と環境
エ 海と生物

３ 内容の取扱い
(1) 内容を取り扱う際には，次の事項に配慮するものとする。
ア 水産や海洋について広く生徒の興味・関心や目的意識を高め，学習する意義を理解できるようにするとともに，学ぶ意欲を喚起するよう工夫して

指導すること。
イ 人間生活における海の役割や重要性に着目するとともに，水産業や海洋関連産業における課題について，具体的な事例を基に，水産物及び船の活

用と関連付けて考察するよう工夫して指導すること。
ウ 地域の水産業や海洋関連産業の見学及び実験・実習などの体験的な学習活動を通して課題を発見し，その解決に向けて主体的に計画したり，提案

したりすることができるよう工夫して指導すること。

(2)内容の範囲や程度については，次の事項に配慮するものとする。
ア 〔指導項目〕の(1)のアについては，海と人間の古くからの関わりや偉人，文化，国際的な協調について扱うこと。イについては，我が国の魚食文

化などを取り上げるとともに，海，水産物，船及び漁村と生活との関わりについて扱うこと。ウについては，海洋環境の概要を扱うこと。
イ 〔指導項目〕の(2)については，水産物の安定供給並びに付加価値向上の必要性について基礎的な内容に触れること。また，社会や産業全体の課題

を解決するために，水産業や海洋関連産業が果たしている役割，働くことの社会的意義や役割，職業人に求められる倫理観についても扱うこと。
ウ 〔指導項目〕の(3)のエについては，操船や漕艇を中心に扱い，地域の実態や学科の特色に応じて，結索，体験乗船，海洋観測，水泳，マリンスポ

ーツなどを扱うこと。

(3) 基礎実習
ア 水産・海洋生物の採集
イ 水産・海洋生物の飼育
ウ 水産物の加工
エ 海洋実習

(2) 水産業と海洋関連産業のあらまし
ア 船と暮らし
イ とる漁業・つくり育てる漁業と資源管理
ウ 水産物の流通と加工
エ 我が国の水産業と海洋関連産業
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 ⾼等学校学習指導要領（平成30年３月告示）工業「船舶工学」＿

 科目新設の経緯＿
船舶の開発から建造、運航に⾄る海事産業全体に及ぶ情報技術の発展などによる効率化や建造技術の⾼度化に対応し、船舶の建造に必要な資質・能⼒を育成することを主眼とする
科目「船舶⼯学」を、平成30年改訂の学習指導要領において新設。

１ 目 標
⼯業の⾒⽅・考え⽅を働かせ，実践的・体験的な学習活動を⾏うことなどを通して，船舶の建造に必要な資質・能⼒を次のとおり育成することを目指す。

(1) 船舶について国際的な安全や環境に関わる規制と技術を踏まえて理解するとともに，関連する技術を⾝に付けるようにする。
(2) 船舶に関わる規制や技術に関する課題を発⾒し，技術者として科学的な根拠に基づき⼯業技術の進展に対応し解決する⼒を養う。
(3) 安全で⾼性能・⾼品質な船舶を建造する⼒の向上を目指して⾃ら学び，船舶産業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

２ 内 容
〔指導項目〕
(1) 船舶の概要

ア 海に関わる諸事象
イ 船舶の種類
ウ 船舶に関わる規制
エ 船舶に関わる産業

３ 内容の取扱い
(1) 内容を取り扱う際には，次の事項に配慮するものとする。

ア 国際的な安全や環境に関わる規制，技術の進展及び地域の実態と関連付けて理解できるよう⼯夫して指導すること。
イ 〔指導項目〕の(2)，(3)及び(5)については，⽣徒や地域の実態，学科の特色等に応じて，選択して扱うことができること。

(2) 内容の範囲や程度については，次の事項に配慮するものとする。
ア 〔指導項目〕の(1)のアについては，海に関わる諸事象と船舶とを関連付けて扱うこと。ウについては，国際的な安全や環境に関わる規制の目的や概要を扱うこと。
イ 〔指導項目〕の(2)については，船舶の省エネルギー技術を扱うこと。
ウ 〔指導項目〕の(3)については，船舶の性能及び安全性を扱うこと。
エ 〔指導項目〕の(4)については，船舶の品質に着目し，造船の現場における船殻⼯程と艤装⼯程とを関連付けて扱うこと。イについては，機械⼯作法についても扱うこと。
オ 〔指導項目〕の(5)については，船舶の性能維持や堪航性に関わる検査制度を扱うこと。

⾼知県⽴須崎総合⾼等学校HP

 取組事例_________＿

和船の建造 ⼤型貨物船の進水式⾒学 船舶外板の熱加工 回流⽔槽模型試験

(2) 船舶の構造と設備
ア 船舶の構造
イ 船舶の設備

(3) 船舶設計
ア 船舶設計の概要
イ 船舶計算
ウ 船舶の抵抗や推進
エ 船舶の構造⼒学

(4) 船舶建造
ア 造船の概要
イ 現図，加⼯，組⽴
ウ 搭載，進⽔
エ 艤装，塗装

(5) 船舶の管理
ア 検査制度
イ 修繕⼯事

学習指導要領（H30.3.30公示） ⾼等学校工業科における船舶の建造に関する科目について
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令和６年12⽉に、中央教育審議会に対して、諮問がなされ、次期学習指導要領に向けた議論がス
タートしました。

学習指導要領改訂に向けた検討について
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学習指導要領改訂に向けた検討について
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昨年９⽉には、中央教育審議会教育課程企画特別部会において論点整理が⽰されました。

学習指導要領改訂に向けた検討について
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次期学習指導要領に向けた検討の基盤となる考え⽅

主に第5,7章
（授業時数の適正化・平準化、教科書の精選、構造化、裁量的

な時間など様々な⽅策による教師・子供双⽅の「余白」の創出、
カリキュラム・マネジメント 等）

（Feasibility）

主に第3,7章
（調整授業時数制度、裁量的な時間、個別の児童⽣徒に係る

教育課程の仕組み、デジタル学習基盤を活⽤した学習環境デザ
イン、個別最適な学び・協働的な学び 等）

②

多様な子供たちの「深い学び」を確かなものに

〜あらゆる⽅策を活⽤し、三位⼀体で具現化〜

学びをデザインする⾼度専門職としての教師
「裁量的な時間」をはじめ柔軟な教育課程による余⽩

デジタル学習基盤をはじめとする基盤整備
総合的な勤務環境整備

生涯にわたって主体的に学び続け、多様な他者と協働しながら、
自らの人生を舵取りすることができる ⺠主的で持続可能な社会の創り⼿ をみんなで育む

主に第2,3,4,6章
（⽣きて働く「確かな知識」の習得、資質・能⼒育成の具体

化・深化、「好き」を育み「得意」を伸ばす、情報活⽤能⼒
の抜本的向上、個別最適な学び・協働的な学び 等）

主体的・対話的で
多様性の包摂

（Excellence）
①深い学びの実装

（Equity）

実現可能性の確保③

学習指導要領改訂に向けた検討について
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学習指導要領改訂に向けた検討について
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学習指導要領改訂に向けた検討について
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国語WG 外国語WG 社会・地理歴史・公⺠WG

算数・数学WG

特別活動WG

理科WG

芸術WG

情報・技術WG

家庭WG

道徳WG

体育・保健体育、健康、安全WG

⽣活、総合的な学習・探究の時間WG

産業教育WG

不登校児童⽣徒に係る特別の教育課程WG

幼児教育WG 特別⽀援教育WG

中央教育審議会教育課程部会

教育課程企画特別部会

総則・評価特別部会

義務教育検討チーム

⾼等学校検討チーム

（参考）学習指導要領改訂に向けた検討体制

特定分野に特異な才能のある児童⽣徒に係る特別の教育課程WG



学習指導要領改訂に向けた検討について
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学習指導要領等の改訂に関するスケジュール（イメージ）
19年度
(2037）

18年度
(2036）

17年度
(2035）

16年度
(2034）

15年度
(2033）

14年度
(2032）

13年度
(2031）

12年度
(2030）

11年度
(2029）

10年度
(2028）

９年度
(2027）

８年度
(2026）

令和７年度
（2025）

周知 令和10年度〜全⾯実施

改
訂

中
央
教
育
審
議
会

答
申

令和12年度〜全⾯実施

令和13年度〜全⾯実施

改
訂

著作・
編集 検定 採択・

供給
使⽤
開始

※２ 移⾏期間の具体的な時期や先⾏的に実施する内容については今後検討
※３ 特別⽀援学校学習指導要領（幼稚部及び⼩学部・中学部）については、幼稚園・⼩学校・中学校、特別⽀援学校学習指導要領（⾼等部）については、⾼等学校と同様のスケジュールを想定

中央教育審議会
審議

令和14年度〜
入学生から順次実施

①段階的・継続的な
周知・浸透
②実験校等を活⽤した
先進的取組の推進

※前回改訂と同様のスケジュールと仮定した場合であり、今後変更の可能性がありうる。

改訂の基本的な⽅向性
＠教育課程企画特別部会
令和７年９⽉に論点整理のとり
まとめ

各教科等の具体的な⽅向
性＠各教科等別の専門部
会等
令和８年夏頃にとりまとめ

答申に向けた総括的な検討
教育課程部会での「審議まとめ」
やパブリック・コメントを経て令和
８年度中に「答申」のとりまとめ

小
学
校

中
学
校

⾼
等
学
校

幼
稚
園

令和16年度〜全⾯実施

著作・
編集

※⾼等学校は
低中⾼の学年に
分けて毎年検定

周知・移⾏期間

周知・移⾏期間

周知・移⾏期間

※２

※２

※２

著作・
編集 検定

採択・
供給

使⽤
開始

著作・
編集 検定 採択・

供給

著作・
編集 検定 採択・

供給
使⽤
開始

著作・
編集

検定 採択・
供給

使⽤
開始

著作・
編集 検定

著作・
編集 検定 採択・

供給
使⽤
開始

著作・
編集 検定

採択・
供給

使⽤
開始

（教科書）

（教科書）

（教科書）



各教科等の授業を構想する際に活⽤できる、海洋に関する教育の関連教材等について、文部科学
省HPにおいて周知。
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1394142.htm

海洋に関する教育の関連教材等の周知について
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